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当期事業活動の概要

（総括）
「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」の流行

世界が混乱し国内の生活や経済も厳しい事態

会館の利用は「施設使用休止」期間の４月及び５月は収入稼働率も「０」

施設の使用制限や感染の状況を背景に年間を通じて厳しい状況

収入稼働率、事業収入も開館以来最も低く危機的な経営状況

事業収入の確保と事業支出の削減

単年度の収支差額は赤字を計上
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事業活動 収入・支出

年度

事業活動収入額 事業活動支出額 収支差額 稼働率 利用件数

（百万円） 前年度比 （百万円） 前年度比 （百万円） （％） （件）

２ １００．３ ３２％ １４６．５ ６２％ ▲４６．１ １４．９ ７１

元 313.9 103 236.3 104 77.6 50.9 232

30 304.2 93 227.2 93 77.0 49.0 222

29 327.2 106 244.5 101 82.7 53.2 244

28 309.7 103 241.1 94 68.6 51.0 222

27 301.6 106 256.5 101 45.1 50.3 206

26 283.4 121 253.4 119 30.0 46.8 195

25 234.9 109 213.4 107 21.5 38.9 171

【参考】 稼働率の推移 ： ㉔35.3% ㉓36.3% ㉒33.4% ㉑32.5%
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事業活動収支の推移
（平成１３年度～令和２年度）
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当期事業活動の概要

【施設の稼働状況】 収入稼働率１４．９％

・この５年間の５０％前後維持から大きく減少

【事業活動収入】 １００．３百万円（対前年度▲２１３．６百万円）

・感染症まん延防止の「ご利用のガイドライン」を作成して催事の誘致

・国等行政による給付金や助成金５８９．４万円の獲得

【事業活動支出】 １４６．５百万円（対前年度▲９０百万円）

・休館等業務が減少する清掃・警備・設備に係る委託料の削減など

【当期収支差額及び正味財産期末残高】収支差額▲４６，１３６千円

・一般正味財産期末残高1,181,646千円（正味財産残高1,445,416千円）

４



危機的な経営状況を乗り切る取り組み

① 事業収入の確保

・感染防止を徹底した催事等の誘致による利用収入の確保

・公的な給付金や助成金の獲得

② 事業支出の抑制

・業務の減少に伴う設備・清掃・警備業務の委託料の見直し削減など

・公的な補助金活用による感染防止対策の実施

③ 単年度収支不足への対応

・これまでの事業活動によって累積する運用財産（一般正味財産）により

単年度赤字を解消
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今後の方向
（社会経済情勢の注視・強固な法人経営の構築）

会館の運営は、これまでから、景気動向や自然災害、感染症の流行など、
社会経済情勢の影響を大きく受けながら推移

◎その動向を注視しながら運営に当たることが重要

施設利用休止によって収入が皆無となる事態発生

◎平時から有事に備え、「純利益」である「運用財産（一般正味財産）」
の蓄積など、強固な基盤を持つ法人経営を構築しておくことが極めて重要

６



今後の方向
（会館の特長や保有する価値を活かす）

情報通信技術（ICT）によってSNSの領域が拡大

SNS活用による新たな催事・会議の実施方法が進む

◎『広大な展示会場を持つ会館』の役割

・「企業相互や消費者との円滑なコミュニケーションの場」「物理的な内容を体
験的に提供する場」「五感を超える感知を体験できる場」「見本市開催等によっ
て経済波及効果を創出する場」

・会館の特長や保有する価値を活かし「産業・技術・文化・ひと・もの」の多彩
な交流の支援 （オンライン・オフラインやその併用開催で交流活動を支援）

◎京都の歴史・伝統・文化を基盤に、人流・物流の拡大を目指した行政や経済界
による活動の展開のもとで、MICE関係者の分担・連携を図り、求められる会館の
機能を発揮することが重要
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当期事業活動の内容
【稼働率】

収入稼働率 令和２年度実績14.9％ （元年度50.9%）

日数稼働率 令和２年度実績14.1％ （元年度45.5%）

49.2%

43.2%

43.9%

42.7%

47.5%

44.8%

36.0%

30.5%

32.5%

33.4%

36.3%

35.3%

38.9%

46.8%

50.3%

51.0%

53.2%

49.0%

50.9%

14.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

収入稼働率の推移（平成１３年度～令和２年度）

39.8

50.7

43.2

65.9

30.5

46.2

67.4

59.3

48.9
55.6

59.2

36.9

28.1

57.5

46.7
50.5

19.1

71.8

84

42.2

55.7
62.5

58.2

37.8
30.9 33.3

46.9

74.4

21.5

61.3

69.7

57.7
54.3 55.5

65.6
68.5

24.7

37.5

54.4

39.5 36.8

57.3

65

51.4 54.2 56.7
53.5

58
52.4

38.9

59.8 61.9

36.8

50.3

80.7

68

48.4
55.6

44.6

14.2

0 0
3.2 11.6 13.4

18.4
23.8

32.6

7.4

15.9

39.4

14.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

月別収入稼働率の推移（平成２７年度～令和２年度）（％）

㉗ ㉘ ㉙ ㉚ 元 ②

【収入稼働率（第1・第２・大展示場の収入稼働率）】
収入稼働率＝年間展示場使用料収入額÷（一日当たり展示場使用料総額×稼働日数）※ 

（ ）※印 令和２年度：@1,122千円（消費税込）/日×359日＝402,798千円
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緊急事態措置による施設の使用休止等
（利用者への対応）

会館の管理規則

「既納の使用料は原則として返還しない」と定め

◎会場使用を中止される利用者に対し

「施設の使用休止」という会館の一方的都合

「感染症まん延防止措置」への協力的な取組 であることを踏まえ

前受金（既納の使用料）は全て返金する特別の措置を実施

【参考】令和２年度 予約・キャンセルの状況
予約

（件数）a
予約

（百万円）A
キャンセル
（件数）b

キャンセル
（百万円）B

使用
（件数）a-b

使用料収入
（百万円）A-B

４８４ ２５０ １８３ １６２ ３０１ ８８

内展示場 ２０７ １７４ １３６ １１４ ７１ ６０
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当期事業活動の内容
【事業活動収入】

（会場使用料収入の確保 公的助成・給付金の獲得）

感染防止を徹底した催事の誘致による会場使用料収入の確保【67,866千円】

公的助成金等の確保【589.4万円】（ ）書きは補助金上限額:万円

  ・持続化給付金 200万円（経済産業省）・雇用調整助成金①160.5万円 ②76.5万円（厚生労働省）

・休業要請対象事業者支援給付金 20万円（京都府）

・宿泊施設による感染防止支援等事業補助金 19.5万円(20)（府観連）

・中小企業等緊急支援補助金 29.1万円（30）（京都市）

・安心安全なMICE支援補助金83.8万円（100）

（京都文化交流コンベンションビューロー）
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当期事業活動の内容
【事業活動支出】

（支出の抑制） 
事業費 対前年度比▲5,303千円（共催事業・奨励金の減など）

管理費 対前年度比▲26,813千円（委託料見直し・光熱水費の減など）

委託料見直し：対前年度比▲9,467千円

光熱水費：対前年度比▲15,004千円

租税公課 対前年度比▲57,696千円
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【参考】事業活動支出の推移（事業費・管理費・税額）

7,076 
7,894 8,164 7,769 7,857 

7,410 7,375 7,281 
7,784 

9,522 

5,645 

7,723 

2,420

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2

事業活動支出（事業費）の推移（千円）

182,327 

181,774 
167,052 

161,848 

165,419 
170,693 

206,569 
200,275 

169,932 

161,512 

156,138 

159,523

132,710

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2

事業活動支出（管理費）の推移（千円）

17,781,600
28,057,100

48,414,800 42,625,800

15,608,800

8,288,800

8,315,900

8,304,800
8,276,600

8,198,600

2,299,600

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

80,000,000

⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ 元 ②

税額の推移（円）

法人税等 消費税 事業所税 固定資産税 自動車税

１２



当期事業活動の内容
【事業活動支出】

（公益目的支出計画の実施）
当財団の目的である産業・文化の振興に資する事業の実施や支援等の取り組み

・13,745千円の公益目的支出を執行

・令和２年度末現在の公益目的財産残額

実績値残額757百万円（計画値残額808百万円）

計画を上回る進捗状況
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当期事業活動の内容
【収支差額】

今期事業活動収支差額（単年度収支差額） ▲46,136千円

企業会計の「当期純利益」に相当する「当期一般正味財産増減額」も減

単年度赤字となった平成１９・２０・２１年度以来の状況
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当期事業活動の内容
【正味財産期末残高（指定・一般正味財産）】

令和２年度末（千円） 前年度末（千円） 増減額（千円）

指定正味財産（寄付金） ２６３，７７０ ２６３，７７０ ０

一般正味財産（運用財産） １，１８１，６４６ １，２２９，５１６ ▲４７，８７０

正味財産（指定＋一般） １，４４５，４１６ １，４９３，２８６ ▲４７，８７０

運用財産（令和３年３月３１日現在）の内訳

・現金預金（普通・定期）８００，３５１千円

・投資有価証券（商工債）１２０，０００千円

・その他資産（駐車場土地［330,050千円］建物等［4,768千円］）３３４，８１８円

※上記に 加算：未収金・消費税（還付分） １２，８８１千円
減算：流動負債（未払法人税等） ５１，７２６千円

固定負債（退職給付引当等） ３４，６７８千円
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当期事業活動の実施状況
（理事会・評議員会・監事監査）

① 監事監査（令和２年５月２８日実施）

・令和元年度事業報告及び決算の審査等

② 第１回理事会（令和２年６月１０日書面決議）

・ 第１号提案 理事会の決議の省略について

・ 第２号提案 令和元年度事業報告及び決算

・ 第３号提案 定時評議員会の決議の方法

及び決議事項

③ 定時評議員会（令和２年６月２３日書面決議）

・ 第１号提案 評議員会への報告の省略について

・ 第２号提案 評議員会の決議の省略について

・ 第３号提案 令和元年度決算

（貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録の承認）

・ 第４号提案 評議員の選任

④ 第２回理事会（令和３年３月１２日実施）

・ 報 告 令和２年度運営状況（中間報告）

・ 第１号提案 令和２年度収支予算一部補正

・ 第２号提案  令和3年度事業計画及び収支予算
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当期事業活動の実施状況
（展示会場等利用獲得と拡大の取り組み）

奨励金制度を活かした新規利用の獲得

新規催事誘致等奨励金制度の状況（H20～R2）

年度
H20

（2008）

H21

（2009）

H22

（2010）

H23

（2011）

H24

（2012）

H25

（2013）

H26

（2014）

H27

（2015）

H28

（2016）

H29

（2017）

H30

（2018）

R1

（2019）

R2

（2020）

新規催事誘致等件数 16 20 17 26 16 25 25 24 23 26 17 33 10

大展・大展＋ 5 7 ５ 11 8 8 9 8 13 12 8 12 4

1展/2展 11 13 12 15 8 17 16 16 10 14 9 21 6

新規催事誘致等奨励による

展示場使用料収入
（千円） 13,817 12,154 14,339 24,765 19,100 19,628 40,756 26,247 38,407 24,547 16,329 47,855 8,228 

大展・大展＋ 10,400 9,176 10,340 20,628 15,705 13,434 32,268 17,538 34,693 19,990 13,573 33,390 6,872 

1展/2展 3,417 2,978 3,999 4,137 3,395 6,194 8,488 8,709 3,714 4,557 2,756 14,465 1,356 

【参考】「新規催事誘致等奨励事業」（平成２０年度から実施） 

ａ 初めて展示場利用する催事や過去３年以上開催実績のない催事 

（奨励金：基本会場使用料の１０％還元） 

ｂ 利用日数や利用面積の増など利用が拡大した催事 

（奨励金：基本会場使用料増額分の５％還元） 
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当期事業活動の実施状況
（利用者ニーズの把握と満足度調査）

『令和２年度利用者アンケート結果（３１件中２３件 回収７４．２％）』

（令和元年度調査：82件 回収75.2%）

❶満足度 → 非常に満足23.8％、満足42.9％

❷会場選択理由 → 希望の広さ確保１４件 駐車場が無料 １２件

料金が手頃 ９件 希望の日程確保 ８件

希望の立地 ７件

❸今後利用予定 → 申込済・仮予約等78.3％
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当期事業活動の実施状況
（効率的な事業運営）

適切な電力供給事業者との契約による経費の最適化

令和２年度供給：エフビットコミュニケーションズ（株）

（参考）令和元年度供給：関西電力（株）

適切なガス供給事業者との契約による経費の最適化

平成３１年１月からの供給：関西電力（株）（関電ガス）

（参考）平成３０年１２月までの供給：大阪瓦斯（株）
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当期事業活動の実施状況
（新型コロナウイルス感染症対策）

宿泊施設による感染防止支援等事業補助金＜京都府観光連盟＞

事業費32.3万円 内補助金 19.5万円（２/３補助）（上限20万円）

①サーモグラフィー②非接触型体温計③飛沫防止アクリルボードの購入

中小企業等緊急支援補助金＜京都市＞

事業費40.1万円 内補助金 29.1万円（４/５補助）（上限30万円）

①サーモグラフィー②非接触型体温計③消毒液の購入

安心安全なMICE支援補助金＜京都文化交流コンベンションビューロー＞

事業費140.8万円 内補助金 83.8万円（２/３補助）（上限100万円）

①各階トイレ内全て、会議室の机及び椅子とドアレバー、エレベーター内及び

乗場ボタンの抗ウイルス処置※の施工（※完全無機材 病院・公共交通機関等で実施）

②感染予防告知及び催事案内用デジタルサイネージの購入

２０



当期事業活動の実施状況
（施設の適正な管理）

施設と利用者の安全を確保する防災等危機管理

・初動対応・避難誘導など防火・防災訓練等の実施

第１回自衛消防訓練：消火（12／23）

第２回自衛消防訓練：救命救急（2／22）

施設・設備の適切な点検と必要な箇所の修繕の実施

・ＰＳ内給排水管の漏水修繕 （３９６千円）

・空調（冷温水機ガス遮断弁）の不具合部品交換（２１３千円）

・稲盛ホール客席椅子（２３脚）の背張り修繕 （１９０千円）

・大展示場鉄扉の開閉不具合（擦れ）修繕 （１１６千円）など

２１



当期事業活動の実施状況
（ 産業・文化振興事業）

【自主事業】京都パルスプラザコンサート（伏見区内中学生吹奏楽部）

・新型コロナウイルス感染症まん延防止のため中止

【共催事業】（負担金支出 計１，６００千円）

・『京都ビジネス交流フェア』（財団：共催 負担金 １,６００千円）

開催日：令和３年２月１８日（木）・１９日(金）

主 催：京都府・（公財）京都産業２１

【令和２年度に中止した事業】

『伏見ふれあいプラザ』『ＳＫＹふれあいフェスティバル』

『京都ものづくりフェア』『京都サンガチケットパートナー』

２２
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